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第
31
回
医
療
と
Ｉ
Ｔ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
普
段
着
の
医
療

ツ
ー
ル
と
し
て
使
う
た
め
に
」
が

１
月
26
日
（
土
）
に
東
京
都
医
師

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
受
付
シ
ス
テ
ム
が
東
京
都
医
師

会
で
初
め
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
で

受
付
は
即
座
に
完
了
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

の
波
が
確
実
に
押
し
寄
せ
て
い
る

こ
と
が
実
感
さ
れ
た
。

目
々
澤
肇
理
事
が
司
会
進
行
を

務
め
（
次
第
は
下
記
）、
公
務
の

た
め
欠
席
の
尾
﨑
治
夫
会
長
の
開

会
挨
拶
を
代
読
し
た
。
挨
拶
の
中

で
、
東
京
都
・
東
京
都
医
師
会
・

東
京
都
病
院
協
会
が
協
力
し
て
推

し
進
め
る
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、

横
倉
義
武
日
本
医
師
会
長
の
挨
拶

を
長
島
公
之
常
任
理
事
が
代
読

し
、
最
後
ま
で
出
席
し
た
。
横
倉

日
医
会
長
の
挨
拶
で
は
、
日
医
Ｉ

Ｔ
化
宣
言
に
基
づ
き
、
医
師
資
格

証
普
及
の
た
め
の
施
策
を
強
力

に
推
進
す
る
決
意
が
語
ら
れ
た
。

報
告
１
の
本
会
Ａ
会
員
を
対
象

に
実
施
し
た
「
医
療
Ｉ
Ｔ
化
に
関

す
る
調
査
」
で
は
、
医
師
資
格
証

を
知
ら
な
い
と
い
う
回
答
が
45
％

に
も
上
っ
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
の
賛
成
・
反
対
は
ほ
ぼ
同

数
で
あ
っ
た
。

報
告
２
の
「
地
区
医
師
会
の
Ｉ

Ｔ
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

は
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
効
率
化
を
実
感

し
て
い
る
医
師
会
は
66
％
に
上
っ

た
が
、
Ｉ
Ｔ
教
育
の
実
施
と
な
る

と
23
％
で
あ
っ
た
。

宮
田
裕
章
氏
の
特
別
講
演
で

は
、「Society 5.0

」「
デ
ー
タ
駆

動
型
社
会
」
を
見
据
え
て
、
次
世

代
型
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
と
し
て

考
案
さ
れ
た
Ｐ
ｅ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
ｅ
が
、

情
報
基
盤
の
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
く
と

紹
介
さ
れ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
で

は
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
に
重
点

が
シ
フ
ト
し
、
中
国
で
は
社
会
信

用
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
た
と
報

告
さ
れ
た
。
宮
田
氏
は
最
後
に
、

日
本
の
超
高
齢
社
会
・
経
済
成
長

鈍
化
・
人
口
減
少
の
中
で
ク
ラ
ウ

ド
化
に
任
せ
ら
れ
る
も
の
は
任

せ
、
患
者
に
寄
り
添
う
医

療
者
た
ち
の
経
験
と
ス
キ

ル
に
よ
る
連
携
が
新
し
い
世

界
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
期

待
し
た
い
と
結
ん
だ
。

さ
ら
に
４
つ
の
講
演
が
行

わ
れ
た
。
講
演
１
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
に
関
し
て

「
思
っ
て
い
た
の
と
違
う
」

「
算
定
で
き
る
診
療
内
容
が

か
な
り
限
ら
れ
て
い
る
」「
対

面
診
療
よ
り
条
件
が
厳
し

い
」
と
い
う
意
見
や
、
不
適

切
な
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
（
Ｅ

Ｄ
薬
、
非
医
師
の
診
療
）
が
報
道

さ
れ
、
拡
大
に
は
問
題
が
山
積
で

あ
る
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

講
演
２
で
は
、
１
９
５
６
年
の

ダ
ー
ト
マ
ス
会
議
で
初
め
て
紹
介

さ
れ
、
現
在
は
３
次
ブ
ー
ム
と
言

わ
れ
て
い
る
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
語
ら

れ
た
。
Ａ
Ｉ
を
駆
使
し
た
Ａ
Ｉ
内

視
鏡
・
糖
尿
病
性
網
膜
症
診
断
・

論
文
検
索
診
断
・
病
理
診
断
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
が
、
未
来
に
向
け

て
法
的
・
医
師
と
の
共
存
・
導
入

資
金
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
報
告

さ
れ
た
。

講
演
３
で
は
、
多
職
種
連
携
シ

ス
テ
ム
の
利
用
者
へ
の
負
担
増
や

利
用
が
進
ま
な
い
原
因
を
分
析
。

他
の
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
、
行
政

へ
の
参
加
呼
び
か
け
、
東
京
総
合

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
動
を

期
待
し
た
い
と
語
ら
れ
た
。

講
演
４
で
は
、
東
京
総
合
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
た
。
東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
運
営
協
議
会
が
２
０

１
７
年
９
月
に
設
立
さ
れ
、
２
０

１
８
年
７
月
に
は
同
一
の
地
域
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム
間
で
運
用
を
開

始
。
２
０
１
８
年
11
月
に
は
異
な

る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
間
の

連
携
も
開
始
さ
れ
た
。
今
後
は
診

療
所
・
第
３
の
ベ
ン
ダ
ー
の
参
加

を
促
進
し
、
東
京
都
内
の
シ
ー
ム

レ
ス
で
セ
キ
ュ
ア
な
連
携
を
目
指

し
た
い
と
語
ら
れ
た
。

引
き
続
き
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
河
北
博
文
東

京
都
病
院
協
会
会
長
か
ら
東
京
総

合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
用
開

始
で
始
ま
っ
た
連
携
に
ど
の
よ
う

な
価
値
を
持
た
せ
て
い
く
か
が
今

後
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
発
言
が

あ
っ
た
。
ま
た
特
別
講
演
の
宮
田

氏
は
、
東
京
都
は
日
本
の
地
域
医

療
の
縮
図
で
あ
り
、
心
の
こ
も
っ

た
連
携
こ
そ
が
未
来
に
つ
な
が
る

と
述
べ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
動
画
と

資
料
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。

第31回 医療とITシンポジウム

質疑応答の様子

報告
1. 医療 IT化に関する調査について
 　　東京都医師会 医療情報検討委員会委員長 矢田 雄滋
2. 地区医師会 IT化の実態と意識に関するアンケート調査について
 　　東京都医師会 広報学術情報課専門課長 黒木 美和

特別講演
ICT の変革が実現する、ヘルスケア新時代
 　　慶應義塾大学医学部医療政策・管理学教室教授 宮田 裕章

講演
1. 保険収載でオンライン診療はどう変わったか
 　　東京都医師会 医療情報検討委員会委員 深沢 祐之
2. 医療と人工知能の最前線
 　　東京都医師会 医療情報検討委員会委員 田澤 雄基
3. 多職種連携の浸透をはかる仕組みの再考
 　　東京都医師会 医療情報検討委員会副委員長 土屋 淳郎
4. 東京総合医療ネットワーク：協議会設立から運用開始まで
 　　東京総合医療ネットワーク運営協議会理事、運営委員長
 　　日本医科大学付属病院教授 林　宏光

パネルディスカッション

特別講演をする宮田氏
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昨
年
３
月
は
東
京
都
目
黒
区
で

結
愛
ち
ゃ
ん
、
今
年
１
月
は
千
葉

県
野
田
市
で
心
愛
ち
ゃ
ん
の
虐

待
事
件
が
最
悪
の
結
末
を
む
か

え
た
。

防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の

か
？子

ど
も
の
虐
待
に
お
け
る
医
師

（
特
に
小
児
科
医
）
の
対
応
に
つ

い
て
述
べ
る
。

子
ど
も
虐
待
に
対
し
て
は
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
基
本
的
な
社
会
倫

理
の
崩
壊
、
社
会
的
福
祉
シ
ス
テ

ム
の
不
全
、
貧
困
、
家
族
機
能
不

全
、
犯
罪
、
養
育
者
の
生
育
歴
に

起
因
す
る
精
神
病
理
学
的
考
察
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
か
つ
重
要
な

切
り
口
を
有
し
て
い
る
。

虐
待
へ
の
対
応
は
、
診
察
室
や

病
棟
だ
け
で
可
能
な
も
の
で
は
な

い
。
福
祉
、
教
育
、
司
法
な
ど
の

多
職
種
の
専
門
家
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
あ
り
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
住
民
な
ど
の
協
力
も

あ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
。

ま
た
、
医
師
が
必
要
な
知
識
を

学
び
、
積
極
的
に
子
ど
も
虐
待
問

題
に
関
わ
っ
て
経
験
を
積
ん
で
い

く
こ
と
が
最
も
必
要
な
こ
と
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

子
ど
も
虐
待
に
お
け
る

医
師
の
役
割

⑴
虐
待
を
疑
う

説
明
の
つ
か
な
い
怪
我
は
重
要

な
虐
待
の
サ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
に

は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
臨
床

現
場
で
は
む
し
ろ
、
体
重
増
加
不

良
、
低
身
長
、
発
育
発
達
の
遅
れ

な
ど
の
発
育
不
良
、
季
節
に
合
わ

な
い
服
装
や
不
潔
さ
な
ど
に
よ
っ

て
示
唆
さ
れ
る
、
子
ど
も
が
置
か

れ
て
い
る
不
適
切
な
養
育
環
境
、

医
師
の
指
導
へ
の
親
の
不
従
順
、

医
師
へ
の
攻
撃
性
、
養
育
者
の

偏
っ
た
思
い
込
み
に
よ
る
身
勝
手

な
育
児
方
法
へ
の
固
執
、
子
ど
も

へ
の
明
ら
か
に
異
常
な
言
動
な

ど
、
子
ど
も
が
虐
待
（
ネ
グ
レ
ク

ト
）
環
境
で
生
活
し
て
い
る
と
い

う
サ
イ
ン
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
の

方
が
圧
倒
的
に
多
い
。

⑵
加
害
者
を
責
め
な
い

親
を
責
め
る
よ
う
な
行
為
は
極

力
避
け
、（
少
な
く
と
も
短
期
間

だ
け
で
も
）
親
が
医
療
機
関
と
良

好
な
関
係
を
維
持
で
き
る
よ
う
に

試
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
親
が

困
っ
て
い
る
こ
と
へ
共
感
を
示
す

一
方
で
、
子
ど
も
の
状
態
に
心
配

な
こ
と
が
あ
る
の
で
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
と
い
う
、
親
を
協
力
者

に
す
る
よ
う
な
態
度
に
よ
っ
て
無

用
な
警
戒
心
を
刺
激
し
な
い
よ
う

に
す
る
。

⑶
で
き
る
限
り
入
院
さ
せ
る

深
刻
な
ネ
グ
レ
ク
ト
や
重
度
な

外
傷
で
な
く
て
も
、
虐
待
や
ネ
グ

レ
ク
ト
を
疑
っ
た
場
合
に
は
、
原

則
的
に
入
院
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。
入
院
に
よ
っ
て
よ
り
詳
細
な

診
察
と
検
査
が
可
能
に
な
り
、
診

断
確
定
に
必
要
な
情
報
収
集
に
時

間
的
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
。
や
む

を
得
ず
帰
宅
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
に
は
、
子
ど
も
と
家
族

を
外
来
に
つ
な
げ
る
努
力
を
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
専
門
機
関
に

協
力
を
求
め
て
、
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
体
制
の
な
か
で
子
ど
も
と

家
族
へ
の
援
助
を
開
始
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

⑷
児
童
相
談
所
に
通
告
す
る

虐
待
は
疑
っ
た
段
階
で
早
期
に

通
告
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

診
断
を
詰
め
、
子
ど
も
と
家
族
へ

の
具
体
的
な
援
助
戦
略
を
練
る
の

は
、
も
っ
と
後
の
段
階
で
あ
る
。

虐
待
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
は
、
子
ど
も

と
家
族
を
取
り
巻
く
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
機
能
し
て
初
め
て
可

能
に
な
る
。

⑸
早
期
に
関
係
者
会
議
を
開
く

短
期
的
な
対
応
戦
略
と
と
も

に
、
中
長
期
的
な
見
立
て
も
会
議

に
は
求
め
ら
れ
る
。

地
域
の
多
職
種
の
専
門
家
と
の

共
同
作
業
は
、
医
師
に
と
っ
て
新

鮮
な
体
験
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
子
ど
も
と
家
族
へ
の
視
点
を

豊
か
に
し
、
医
師
と
し
て
の
力
量

を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。�

（
正
木
忠
明
）

子
ど
も
の
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、医
師
が
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
と
と
も

に
、こ
の
問
題
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
だ
。子
ど
も
虐
待
に
お
け
る
医
師
の
役
割
は
、「
虐
待
を
疑
う
」「
加
害

者
を
責
め
な
い
」「
で
き
る
限
り
入
院
さ
せ
る
」「
児
童
相
談
所
に
通
告

す
る
」「
早
期
に
関
係
者
会
議
を
開
く
」と
い
え
る
。

子
ど
も
虐
待
撲
滅
に
む
け
て

地区医師会長
連絡協議会報告
平成 31年2月15日（金）

い
て
、
外
部
講
師
の
活
用
が
重
要

で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
現
在
、

一
部
の
地
域
や
学
校
で
は
、
が
ん

専
門
医
に
講
師
を
依
頼
す
る
場
合

が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
本
会
で

は
学
校
医
が
講
師
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お

り
、
授
業
を
行
い
や
す
い
よ
う
、

ス
ラ
イ
ド
等
の
教
材
の
作
成
や
研

修
会
の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
地
区
医
師

会
に
は
外
部
講
師
リ
ス
ト
の
作
成

や
推
薦
な
ど
を
依
頼
す
る
予
定
で

あ
る
。

（
４
）
中
学
校
の
性
教
育
モ
デ
ル

授
業
に
つ
い
て

　

東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
本
年

度
、
公
立
中
学
校
５
校
に
お
い
て

性
教
育
の
モ
デ
ル
授
業
を
行
い
、

う
ち
４
校
で
は
、
中
学
校
の
学
習

指
導
要
領
を
超
え
た
内
容
で
実
施

し
た
。
講
師
に
つ
い
て
は
、
東
京

産
婦
人
科
医
会
の
協
力
を
得
て
派

遣
し
た
が
、
本
会
と
し
て
は
今
後

全
都
的
に
展
開
し
、
将
来
的
に
は

学
校
医
等
に
講
師
を
お
願
い
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

（
５
）
平
成
30
年
度
東
京
都
医
師

会
功
労
賞
表
彰
式
及
び
医
学
研
究

賞
・
グ
ル
ー
プ
医
学
賞
受
賞
記
念

講
演
会
の
ポ
ス
タ
ー
等
の
配
布
に

つ
い
て

　

３
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時
半

か
ら
東
京
都
医
師
会
館
に
お
い
て

標
記
表
彰
式
お
よ
び
講
演
会
を
開

催
す
る
（
下
記
参
照
）。
多
く
の

会
員
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、

周
知
を
お
願
い
す
る
。

（
６
）
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
係

る
救
急
・
災
害
医
療
体
制
を
検
討

す
る
学
術
連
合
体
（
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
）
に
つ
い
て

　

標
記
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
係
る
救
急
・
災

害
医
療
体
制
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

（
７
）
東
京
都
在
宅
難
病
患
者
訪

問
診
療
事
業
第
３
四
半
期
の
実
施

報
告
に
つ
い
て

（
８
）
難
病
医
療
相
談
事
業
終
了

に
つ
い
て

　

平
成
４
年
よ
り
東
京
都
か
ら
の

委
託
事
業
と
し
て
本
会
で
実
施
し

て
い
た
難
病
医
療
相
談
会
は
、
平

成
30
年
度
を
も
っ
て
事
業
終
了
と

な
る
。
平
成
31
年
度
か
ら
は
本
事

業
で
培
わ
れ
た
知
見
を
継
承
し
、

同
規
則
等
を
開
示
す
る
の
で
、
地

区
医
師
会
で
の
受
動
喫
煙
防
止

対
策
の
一
助
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
２
）
特
定
健
診
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

　

昨
年
10
月
の
地
区
医
師
会
長
連

絡
協
議
会
に
お
い
て
、
隣
接
す
る

区
市
町
村
と
の
特
定
健
診
（
区
市

町
村
国
保
）
の
相
互
乗
り
入
れ
の

実
現
に
関
し
て
一
部
の
医
師
会
か

ら
要
望
が
出
さ
れ
た
。
各
地
域
で

の
現
状
を
把
握
し
、
地
区
医
師
会

の
参
考
資
料
と
な
る
よ
う
、
54
医

師
会
（
北
多
摩
医
師
会
傘
下
の
医

師
会
含
む
）
へ
調
査
し
、
回
答
を

ま
と
め
た
。

（
３
）
が
ん
教
育
の
外
部
講
師
に

係
る
協
力
依
頼
に
つ
い
て

　

文
部
科
学
省
は
が
ん
教
育
に
つ

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
東
京
都
医
師
会
役
職
員
の

就
業
中
の
喫
煙
禁
止
に
つ
い
て

　

改
正
健
康
増
進
法
な
ら
び
に
東

京
都
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
施
行

を
控
え
、
本
会
で
は
役
職
員
の
就

業
中
の
喫
煙
禁
止
を
決
議
し
、
職

員
就
業
規
則
に
も
「
就
業
中
の
喫

煙
の
禁
止
」条
項
を
盛
り
込
ん
だ
。

平
成
29
年
７
月
に
開
設
さ
れ
た
医

療
機
関
型
の
東
京
都
難
病
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
（
順
天
堂
大
学
医

学
部
附
属
順
天
堂
医
院
に
設
置
）

の
事
業
に
統
合
さ
れ
る
。

（
９
）
平
成
30
年

度
東
京
都
多
職
種

連
携
連
絡
会
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

に
つ
い
て

　

東
京
都
多
職
種

連
携
連
絡
会
で

は
、「
Ａ
Ｃ
Ｐ
―

考
え
よ
う
人
生
会

議
―（
看
と
る
人
、

看
と
ら
れ
る
人
、

自
分
の
心
づ
も
り

を
大
切
に
す
る
人

生
会
議
）」
と
題

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
、
３
月
17
日
（
日
）
午
後
１

時
か
ら
東
京
都
医
師
会
館
で
開
催

す
る
。
都
民
お
よ
び
医
療
福
祉
関

係
者
、
行
政
職
員
を
対
象
に
開
催

す
る
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加
を

お
願
い
す
る
。

（
10
）
会
員
支
援
事
業
（
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
・
フ
ォ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
）

の
受
託
料
金
お
よ
び
支
援
内
容
の

改
定
に
つ
い
て

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
24

地
区
医
師
会
が
参
加
し
て
い
る
。

今
回
の
改
定
は
、
参
加
す
る
地
区

医
師
会
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
る

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
導
入
と
支

援
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
が
目
的

で
あ
り
、
割
引
が
な
さ
れ
た
際
に

は
地
区
医
師
会
負
担
額
を
軽
減
す

る
。
未
参
加
の
地
区
医
師
会
に
お

い
て
も
、
参
加
の
検
討
を
お
願
い

す
る
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

①
区
中
央
部
糖
尿
病
医
療
連
携
検

討
会�

市
民
公
開
講
座
・
研
修
会

の
開
催
に
つ
い
て

�

（
中
央
区
医
師
会
）

②
第
17
回
文
京
区
医
師
会
学
術
集

会
の
開
催
に
つ
い
て

�

（
文
京
区
医
師
会
）

③
台
東
区
健
康
講
演
会
に
つ
い
て

�

（
下
谷
医
師
会
）

（
２
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
学
術
広
報
部
学
術
研
究
発
表
会

（
症
例
報
告
会
）
開
催
に
つ
い
て

�

（
杉
並
区
医
師
会
）

（
３
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
「
府
中
市
医
師
会�

医
療
介
護

研
修
会
」
に
つ
い
て

�

（
府
中
市
医
師
会
）

②
「
地
域
医
療
の
現
状
と
課
題
」

講
演
と
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

�

（
日
野
市
医
師
会
）

◎
そ
の
他

（
１
）
第
２
期
第
５
回
東
京
在
宅

医
療
塾
に
つ
い
て

　

２
月
９
日
（
土
）
に
第
５
回
東

京
在
宅
医
療
塾
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
神
経
難
病
・
小
児
・
認

知
症
等
精
神
科
の
在
宅
医
療
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
。
当
日
の
テ
キ

ス
ト
と
動
画
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
の
で
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
閲
覧
に

は
会
員
用
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
と
な
る
。

（
２
）「
医
療
費
支
払
い
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
は
、
現
在
ど
の
よ
う

に
検
討
さ
れ
て
い
る
か
」
に
つ
い

て�

（
練
馬
区
医
師
会
）
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平
成
30
年
度
予
防
接
種
講
演
会

が
１
月
27
日
（
日
）、
参
加
者
１

０
３
名
を
得
て
東
京
都
医
師
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。
⻆
田
徹
副
会
長

の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
講
演
が
始

ま
っ
た
。

は
じ
め
に
、
川
上
一
恵
理
事
が

「
不
適
切
接
種
事
例
を
避
け
る
た

め
に
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
不

適
切
接
種
に
は
、
接
種
間
隔
の
誤

り
、
接
種
量
の
誤
り
、
ワ
ク
チ
ン

の
取
り
違
え
、
使
用
期
限
切
れ
、

接
種
対
象
月
齢
の
誤
り
が
あ
り
、

国
立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
疫
学

セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
冊
子
「
予

防
接
種
に
お
け
る
間
違
い
を
防
ぐ

た
め
に
」
を
対
策
の
参
考
に
す
る

よ
う
述
べ
た
。

次
に
、
和
田
紀
之
予
防
接
種
委

員
会
委
員
長
が
「
次
の
ア
ウ
ト
ブ

レ
イ
ク
に
備
え
る
～
感
染
症
対
策

は
小
児
だ
け
で
す
か
？
～
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。
ワ
ク
チ
ン

ギ
ャ
ッ
プ
が
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
現

在
、接
種
の
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給
、
被
接
種

者
へ
の
予
防
接
種
の
有
用
性
の
啓

発
な
ど
新
た
な
課
題
が
出
て
き

た
。
予
防
接
種
を
推
進
す
る
に
当

た
っ
て
、
対
象
感
染
症
の
届
け
出

は
百
日
咳
、
風
し
ん
、
麻
し
ん
な

ど
が
変
更
さ
れ
た
。

２
０
１
８
年
に
は
自

然
災
害
が
多
く
あ
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
感
染
症

に
対
す
る
問
題
点
も
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
。

人
が
多
く
集
ま
る
マ
ス

ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
で
は
ウ

イ
ル
ス
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
避
け

ら
れ
な
い
。
特
に
本
年
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
、
２
０

２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
要
注
意
で
あ

る
。
具
体
的
な
感
染
症
と
し
て
百

日
咳
、
ポ
リ
オ
、
肺
炎
球
菌
感
染

症
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
、
水
痘
・
帯
状
疱
疹
を
挙

げ
、
そ
の
問
題
点
と
課
題
に
つ
い

て
話
し
た
。
感
染
症
対
策
と
し
て

の
予
防
接
種
と
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
大
人
も
含
め
た
対
策
が
重
要

で
あ
る
と
述
べ
た
。

最
後
の
講
演
は
、
多
屋
馨
子
国

東
京
都
は
平
成
30
年
度
事
業
と

し
て
新
た
に
在
宅
医
療
参
入
促
進

事
業
を
開
始
し
た
。
本
事
業
の
一

環
と
し
て
１
月
26
日
（
土
）、
第

１
回
在
宅
医
療
参
入
促
進
セ
ミ

ナ
ー
「
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
在

宅
医
療
」
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加

対
象
は
、
こ
れ
か
ら
在
宅
医
療
を

始
め
た
い
、
な
か
な
か
在
宅
医
療

に
踏
み
出
せ
な
い
、
と
り
あ
え
ず

在
宅
医
療
に
つ
い
て
知
り
た
い
、

と
考
え
る
医
師
で
、
今
回
は
病
院

医
師
６
名
、
診
療
所
医
師
14
名
が

参
加
し
た
。

冒
頭
、
新
田
國
夫
東
京
都
医
師

会
地
域
包
括
ケ
ア
委
員
会
委
員
長

か
ら
「
地
域
に
お
け
る
在
宅
医
の

役
割
」
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
、

次
に
佐
藤
恵
佐
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
が
「
患
者
の
意
思
に
基
づ
き
多

職
種
連
携
で
継
続
で
き
る
在
宅
医

療
」
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
解
説

し
た
。
ま
た
、
秋
山
正
子
白
十
字

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
統
括
所

長
は
、「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
の
連
携
」
に
関
す
る
講
演
を

行
っ
た
。

そ
の
後
「
在
宅
医
療
の
現
場
を

紹
介
」
と
題
し
て
、
石
橋
幸
滋
石

橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
島
田
潔
板

橋
区
役
所
前
診
療
所
院
長
、
高
橋

壮
芳
三
鷹
あ
ゆ
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
、
英
裕
雄
新
宿
ヒ
ロ
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
ら
が
、
一
般
診
療
所
や
訪

問
診
療
専
門
診
療
所
の
立
場
か
ら

在
宅
医
療
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
っ
た
。

後
半
は
、
小

グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
自
由
な

テ
ー
マ
で
活
発

な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
各
グ

ル
ー
プ
が
討
論

内
容
に
つ
い
て

発
表
し
た
。「
病

院
と
し
て
在
宅

医
と
ど
の
よ
う

に
連
携
を
図
れ

ば
よ
い
か
が
わ

か
っ
た
」「
今

後
ぜ
ひ
在
宅
医

療
を
始
め
た

い
」「
病
院
長

か
ら
促
さ
れ
て

参
加
し
た
が
、

生
活
の
場
で
行

わ
れ
る
医
療
の

仕
組
み
が
よ
く

理
解
で
き
た
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
盛
況
な
う

ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。

本
事
業
は
来
年
度
も
継
続
し
て

行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
東
京
在

宅
医
療
塾
と
の
連
続
性
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
を
重
ね
、
さ
ら
な
る

内
容
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。

第
２
期
「
東
京
在
宅
医
療
塾
」

の
第
４
回「
終
末
期
の
在
宅
医
療
」

が
１
月
12
日
（
土
）、
東
京
都
医

師
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
人

生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
在
宅
医

療
の
あ
る
べ
き
姿
勢
と
実
践
に
つ

い
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

終
末
期
医
療
、
在
宅
に
お
け
る

�

看
取
り
に
必
要
な
知
識

平
原
佐
斗
司（
梶
原
診
療
所
所
長
）

緩
和
ケ
ア
の
総
合
医
た
る
た
め

に
、
複
数
の
病
態
と
障
害
、
苦
痛

の
全
体
を
見
渡
す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
前
提
と
な
る
総
合
的
な
知
識
を

学
習
し
た
。

在
宅
に
お
け
る
が
ん
の
終
末
期
医
療

鈴
木�

央
（
鈴
木
内
科
医
院
院
長
）

が
ん
疼
痛
の
管
理
技
術
と
と
も

に
、「
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
だ

け
」
を
合
言
葉
に
在
宅
チ
ー
ム
と

協
力
し
な
が
ら
看
取
り
ま
で
、
か

か
り
つ
け
医
が
行
う
意
義
へ
の
理

解
を
深
め
た
。

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

�

―
考
え
よ
う
人
生
会
議
―

�

森
久
保
雅
道
理
事

本
人
の
意
思
決
定
を
支
援
し
共

有
す
る
医
療
・
ケ
ア
実
現
の
た
め
、

世
界
の
歴
史
と
日
本
の
現
況
が
解

説
さ
れ
、
改
め
て
尊
厳
あ
る
生
死

に
必
要
な
こ
と
を
考
え
る
契
機
と

な
っ
た
。

診
療
報
酬
事
例
説
明

太
田
雅
也
（
世
田
谷
ホ
ー
ム
ケ
ア

�

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

が
ん
の
終
末
期
に
お
け
る
実
際

の
経
過
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要

な
対
応
と
診
療
報
酬
の
算
定
方
法

を
具
体
的
に
示
し
た
。

講
義
の
テ
キ
ス
ト
と
映
像
は
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
随
時

公
開
し
て
い
る
。
閲
覧
に
は
会
員

専
用
の
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必

要
と
な
る
。
不
明
な
場
合
は
所
属

の
地
区
医
師
会
へ
問
い
合
わ
せ
願

い
た
い
。

立
感
染
症
研
究
所
感
染
症
疫
学
セ

ン
タ
ー
第
三
室
長
が
「
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
最
近
の
話
題
～
ウ
イ
ル

ス
性
疾
患
を
中
心
に
～
」
と
題
し

て
行
っ
た
。
麻
し
ん
は
昨
年
２
８

２
人
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
発
生

の
広
が
り
を
徳
島
、
大
阪
、
三
重

の
例
か
ら
示
し
問
題
点
を
述
べ

た
。
風
し
ん
は
２
９
１
７
人
発
生

し
て
お
り
、
１
９
６
２
～
１
９
８

９
年
度
生
ま
れ
の
男
性
に
感
受
性

者
が
多
い
た
め
、
こ
の
年
齢
層
の

定
期
接
種
化
が
行
わ
れ
る
予
定
だ

と
い
う
。
さ
ら
に
、
水
痘
は
定
期

接
種
に
な
り
患
者
発
生
が
激
減
し

て
い
る
が
、
今
後
は
大
人
の
帯
状

疱
疹
患
者
対
策
が
必
要
だ
と
述
べ

た
。
ま
た
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
子

ど
も
の
感
染
性
胃
腸
炎
の
原
因
ウ

イ
ル
ス
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ

る
入
院
患
者
の
減
少
、
重
症
合
併

症
で
あ
る
脳
症
の
予
防
と
し
て
期

待
さ
れ
る
が
、
副
反
応
と
し
て
の

腸
重
積
も
あ
る
た
め
定
期
接
種
に

は
ま
だ
慎
重
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

講
演
後
、
多
く
の
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。

会場の様子

グループディスカッションの様子

質疑応答の様子

講演をする多屋氏

平
成
30
年
度 

予
防
接
種
講
演
会

第
４
回 

終
末
期
の
在
宅
医
療

第
２
期﹁
東
京
在
宅
医
療
塾
﹂

在
宅
医
療
参
入
促
進
セ
ミ
ナ
ー
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平
成
30
年
度
第
１
回
多
摩
ブ

ロ
ッ
ク
医
師
会
代
議
員
連
絡
会
懇

親
会
が
１
月
23
日
（
水
）、
立
川

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

当
番
幹
事
の
野
田
清
大
日
野
市
医

師
会
長
か
ら
の
挨
拶
で
会
は
始
ま

り
、
連
絡
会
の
後
、
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
た
。

来
賓
者
を
代
表
し
て
尾
㟢
治
夫

都
医
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

東
京
都
知
事
の
同
席
の
場
で
、
復

活
予
算
が
協
議
さ
れ
、
東
京
都
の

病
院
を
Ｉ
Ｔ
で
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
フ
レ
イ
ル
予
防
に
多
く
の
予

算
を
復
活
さ
せ
た
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
、
２
０

２
５
年
問
題
へ
の
対
策
、
出
生
率

増
加
の
た
め
の
環
境
作
り
を
し
て

後
継
者
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
し
た

い
、
と
次
期
都
医
会
長
選
挙
に
立

候
補
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

出
席
し
た
代
議
員
か
ら
は
、
都

医
役
員
の
仕
事
ぶ
り
へ
の
感
心
と

感
謝
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
医
師

資
格
証
が
役
立
っ
た
と
い
う
経
験

談
が
あ
っ
た
。

猪
口
正
孝
都
医
副
会
長
は
「
今

年
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
東
京

都
医
師
会
の
活
動
に
理
解
が
あ

り
、
参
議
院
と
日
本
医
師
会
が
強

い
絆
で
連
携
で
き
る
議
員
を
当
選

さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
大
勢

に
流
さ
れ
な
い
意
思
を
も
つ
議
員

を
当
選
さ
せ
た
い
」
と
語
り
、
さ

ら
に
「
尾
㟢
会
長
は
受
動
喫
煙
防

止
対
策
に
取
り
組
み
、
が
ん
や
生

活
習
慣
病
の
減
少
、医
療
費
削
減
、

質
の
高
い
医
療
を
目
指
し
て
お

り
、
東
京
都
の
み
な
ら
ず
日
本
全

体
に
広
め
て
い
る
。
さ
ら
に
フ
レ

イ
ル
対
策
、
少
子
化
問
題
、
児
童

虐
待
防
止
に
取
り
組
み
、
活
力
あ

る
日
本
を
目
指
し
て
い
る
。
政
治

と
医
療
が
共
に
取
り
組
む
『
健
康

長
寿
社
会
』
の
た
め
に
も
応
援
し

た
い
」
と
発
言
し
た
。

ま
た
、
田
村
豊
多
摩
市
医
師
会

長
が
中
締
め
の
挨
拶
の
中
で
「
国

民
が
躍
ら
さ
れ
、
人
気
だ
け
で
議

員
が
当
選
す
る
と
、
社
会
が
混
乱

す
る
。
医
療
も
政
治
も
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
で
な
い
と
い
け
な
い
。
多

く
の
国
民
の
代
弁
者
で
な
い
と
い

け
な
い
」
と
述
べ
た
。

恒
例
の
記
念
撮
影
や
、
来
賓
の

武
見
敬
三
氏
か
ら
普
段
は
聞
け
な

い
本
音
の
話
も
あ
り
、
充
実
し
た

会
と
な
っ
た
。

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
医
師
会

代
議
員
連
絡
会
懇
親
会

平成30年度

看護師への医師助言 44,183 46,702 -2,519 （-5.4%） 121.0 
通信員への医師助言 24,106 30,797 -6,691 （-21.7%） 66.0 

（※1）救急相談件数に占める割合
（※2）応答率とは、総着信件数に占める受付件数の割合（応答率＝受付件数÷総着信件数（％））

累　計 前年件数 前年同時期増減
（増減比）

受付件数に
占める割合

前年
同時期

一日
あたりの
件数

総 着 信 件 数 423,053 394,214 28,839 （7.3%） 1,159.0 
受 付 件 数 398,877 369,018 29,859 （8.1%） ─ ─ 1,092.8 

医療機関案内 196,012 195,707 305 （0.2%） 49.1% 53.0% 537.0 
救 急 相 談 201,943 172,551 29,392 （17.0%） 50.6% 46.8% 553.3 

救 急 要 請 30,003 29,838 165 （0.6%）（※1）14.9% （※1）17.3% 82.2 
相談前救急要請 666 613 53 （8.6%） 0.2% 0.2% 1.8 
かけ直し依頼 254 146 108 （74.0%） 0.1% 0.0% 0.7 
その他 （苦情） 2 1 1 （0.0%） 0.0% 0.0% 0.0 

応答率（※2） 94.3% 93.6% 0.7ポイント

［平成30年1月1日から12月31日まで］
■平成30年東京消防庁救急相談センター受付状況�（速報値）

　＃7119は周知率上昇に伴い利用者も増加しています。相談看護師は現在47名が在籍し、
常時6名から9名で対応しています。昨年12月31日は過去最高となる871件の相談対応とな
りましたが、さらに本年1月2日には902件と更新されました。相談看護師の効率的な運用と、
相談医の迅速な判断により、応答率も向上しております。
　今回は、救急相談による奏功事案として、潜在的重症者の救護に寄与した事例をご紹介
します。仕事で上京中の男性ご本人が、滞在中のホテルで胸部痛と呼吸苦を覚え＃7119に
相談されました。相談の結果、救急車で今すぐに受診する緊急度の判断となり、すぐに119
番転送をしました。駆けつけた救急隊の目の前で心肺停止となりましたが、救急隊の除細動
等の処置により、救命救急センター到着時には意識、呼吸、脈拍が回復しました。急性心
筋梗塞（重症）の診断でした。
　今後も都民の皆様に安全・安心を提供する＃7119になるよう努めてまいります。皆様＃7119
にさらなるご支援をよろしくお願いいたします。

東京消防庁救急相談センター
救急相談最多受付件数更新・相談奏功事案紹介

　「健康食品との関連が疑われる健康被害情報共有事業」は、東京都医師会・東
京都薬剤師会・東京都が協力して平成18年から行っている事業です。健康食品と
の関連が疑われる健康被害情報を収集し、収集した情報は、専門家による東京
都食品安全情報評価委員会「健康食品」による健康被害事例専門委員会において
検討し、健康被害の未然防止・拡大防止につなげています。今後も情報収集への
ご協力をお願いいたします。

　東京都医師会で平成4年から東京都の委託事業として実施しておりました難
病医療相談会は、平成30年度末で終了いたします。平成31年度から難病医
療相談事業は、医療機関型の「東京都難病相談・支援センター」（※）での実施
に一本化されることになります。
　つきましては、これまで長きにわたり本事業にご理解ご協力いただきました
ことを深く感謝申し上げますとともに、これからも東京都の難病医療提供体制
にご協力賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。
※平成27年の難病法施行を受け、より多様な難病に対応するため平成29年7月に開設

【平成31年3月をもって下記相談会は終了】
難病医療相談会　毎月第2木曜日（8月・1月除く）午後3時～
対　象：�東京都内在住の難病医療費助成制度対象の難病患者及び家族

の方々
内　容：医療・療養・生活相談等
相談員：専門医・保健師・ケースワーカー（MSW）
会　場：東京都医師会館　電話による事前予約

平成31年4月より以下へ一本化

【東京都難病相談・支援センター（順天堂医院内）】
１．療養相談（電話・面接）
２．就労相談（電話・面接）
３．難病医療相談会（要予約）

　　　　　　開所時間：平日午前10時から午後5時まで
　　　　　　電　　話：03-5802-1892

※�『「健康食品」情報共有シート』につきましては、東京都医師会ホームページよりダウンロー
ドしていただくことができます。

https://www.tokyo.med.or.jp/health_foods
■問い合わせ先� 東京都健康安全研究センター企画調整部
� 健康危機管理情報課食品医薬品情報担当
� 電話�03（3363）3472

健康食品との関連が疑われる
健康被害情報共有事業について

～体調不良や治療への影響などの情報について提供をお願いいたします～

難病医療相談会の終了のお知らせ

　1人で複数の製品を摂取していた人がおり、延べ製品数は計366製品でした。
　具体的な症例としては、発疹・発赤、胃腸障害、肝機能障害等が挙げられます。

２　情報提供のお願い
　「健康食品との因果関係がはっきりしない」、「症状が軽い」などの情報であって
も提供をお願いしています。数多くの情報を集積することで、健康食品と健康被
害の関係や傾向を明らかにすることが期待できます。
　集約した情報については、日常の相談や問診に役立てていただけるように取り
まとめたうえで会員の方にお返ししています。
　つきましては、本事業についてのご理解、ご協力を重ねてお願いいたします。

１　報告事例について
　平成18年7月1日から平成30年11月末までに報告があった366事例の内訳は
以下のとおりです。

［人数］ ［製品数］
医師会 165人 延べ 238製品
薬剤師会 117人 延べ 128製品
計 282人 延べ 366製品
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三
鷹
市
に
は
い
く
つ
も
緑
地

が
あ
る
が
、
井
の
頭
公
園
に
は

玉
川
上
水
が
通
っ
て
い
る
。
以

前
の
勤
務
地
が
福
生
だ
っ
た
の

で
、
三
鷹
か
ら
福
生
ま
で
約
24

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
玉
川
上
水
沿

い
を
自
転
車
で
走
る
こ
と
が
私

の
趣
味
で
あ
る
。

玉
川
上
水
は
江
戸
市
中
へ
飲

料
水
供
給
の
た
め
に
作
ら
れ

た
、
羽
村
か
ら
四
谷
ま
で
43
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
供
給
路
で
、
１

６
５
３
年
に
整
備
さ
れ
た
。
三

鷹
か
ら
福
生
に
至
る
経
路
は
、

井
の
頭
公
園
を
出
て
三
鷹
駅
を

通
り
、
浄
水
場
、
小
金
井
公
園
、

小
平
中
央
公
園
、玉
川
上
水
駅
、

拝
島
駅
、多
摩
川
沿
い
と
進
む
。

上
水
の
左
右
に
２
本
の
道
路
が

配
置
さ
れ
、
片
側
は
自
転
車
向

き
の
舗
装
路
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
も
、
犬
の
散
歩
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
な
ど
、
思
い
思
い
に
行

き
交
う
人
が
い
る
。
も
と
も
と

上
水
沿
い
に
は
桜
の
木
が
植
え

ら
れ
て
お
り
、
春
は
桜
、
秋
は

紅
葉
が
綺
麗
で
あ
る
。
夏
に
は

セ
ミ
の
声
も
聞
こ
え
る
。
緑
が

続
く
上
水
沿
い
で
は
、
福
生
か

ら
三
鷹
ま
で
セ
ミ
の
声
が
絶
え

間
な
く
聞
こ
え
、
井
の
頭
公
園

で
は
ヒ
グ
ラ
シ
に
な
り
、
夏
の

夕
暮
れ
に
は
ピ
ッ
タ
リ
の
情
景

で
あ
る
。
ま
た
、
上
水
沿
い
に

は
学
校
も
多
く
、
津
田
塾
大
、

武
蔵
野
美
大
、
国
立
音
楽
大
な

ど
、
学
園
の
緑
や
学
生
の
賑
や

か
さ
も
ま
た
良
い
。

ち
ょ
っ
と
変
か
な
と
も
思
う

が
、
福
生
の
勤
務
先
を
退
職
し

た
現
在
も
、
玉
川
上
水
を
自
転

車
で
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
。
上
水
周

囲
の
緑
と
四
季
の
移
り
変

わ
り
は
多
彩
で
、
多
摩
に

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
感

じ
る
瞬
間
で
あ
る
。

玉
川
上
水
沿
い
に
は
、

他
に
も
上
水
公
園
の
蛍
、

小
平
市
立
中
央
公
園
の
ヒ

グ
ラ
シ
、
こ
も
れ
び
の
足

湯
な
ど
お
勧
め
の
場
所
が

あ
り
、
上
水
新
町
周
囲
の

保
護
樹
林
な
ど
は
緑
の
季

節
は
最
高
で
あ
る
。
迷
い

な
が
ら
の
自
転
車
ロ
ー
ド

の
開
拓
を
お
勧
め
す
る
。

（
三
鷹
市
医
師
会
・
古
川
秋
生
）

132当
会
は
１
９
７
２
年
に
発
足

し
、
以
来
、
診
療
所
で
患
者
の
診

療
に
取
り
組
む
傍
ら
、
精
神
科
医

自
ら
の
手
に
よ
る
精
神
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
向
上
を
願
う
地
道
な

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
に
は
一
般
社
団
法

人
と
な
り
、「
東
精
診
（
と
う
せ

い
し
ん
）」
の
愛
称
で
徐
々
に
認

知
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
（
ち
な
み

に
、
こ
の
全
国
版
は
公
益
社
団
法

人
の「
日
精
診（
に
っ
せ
い
し
ん
）」

で
す
）。

現
在
、
約
２
７
０
名
の
会
員
が

所
属
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

日
本
精
神
神
経
学
会
の
「
精
神
科

専
門
医
」
や
「
精
神
科
指
導
医
」、

厚
労
省
が
定
め
る
「
精
神
保
健
指

定
医
」
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
精

神
科
医
で
す
。

近
年
、
う
つ
病
、
パ
ニ
ッ
ク
障

害
、
発
達
障
害
、
認
知
症
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
病
態
を
伴
う
精
神

的
、
身
体
的
不
調
を
抱
え
て
精
神

科
診
療
所
を
受
診
す
る
患
者
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
７

月
、
厚
労
省
が
わ
が
国
で
重
点
的

に
対
策
に
取
り
組
む
べ
き
と
指
定

し
た
「
４
大
疾
病
」（「
が
ん
」「
脳

卒
中
」「
急
性
心
筋
梗
塞
」「
糖
尿

病
」）
に
、
新
た
に
「
精
神
疾
患
」

を
加
え
「
５
大
疾
病
」
と
す
る
と

発
表
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
う
つ
病
な
ど
の
精

神
疾
患
患
者
数
は
、
従
来
の
４
大

疾
病
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
精
神
症
状
は
身

体
疾
患
に
伴
っ
て
認
め
ら
れ
た

り
、
身
体
疾
患
に
精
神
疾
患
が
併

存
し
た
り
す
る
こ
と
も
多
く
、
他

科
の
日
常
臨
床
に
お
い
て
も
頻
繁

に
遭
遇
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。

我
々
は
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

市
民
講
座
、
研

修
講
座
な
ど
を

開
催
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
領
域
の

テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す

が
、
他
に
年
に

10
回
ほ
ど
例
会

を
開
き
、
会
員

の
親
睦
を
深
め

る
と
と
も
に
講

演
会
を
開
催
し

て
、
最
新
情
報

や
知
見
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
に
努

め
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度

は
新
た
な
試
み

と
し
て
、
他
科

と
の
連
携
を
推

し
進
め
る
取
り

組
み
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。本
年
１
月
に
は「
東

京
産
婦
人
科
医
会
」
と
「
東
精
診
」

と
の
共
同
企
画
と
し
て
、『
周
産

期
女
性
の
「
う
つ
」
を
考
え
る
～

産
婦
人
科
と
精
神
科
の
連
携
を
め

ぐ
っ
て
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
（
右
記
参
照
）。

山
田
正
興
東
京
産
婦
人
科
医
会
副

会
長
に
も
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
東

京
都
の
新
た
な
施
策
お
よ
び
う
つ

病
治
療
に
つ
い
て
の
講
演
や
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
通
し
て
、
最
新

の
情
報
を
共
有
し
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
有

意
義
で
、
か
つ
刺
激
的
で
も
あ
り

ま
し
た
。

引
き
続
き
、
こ
の
よ
う
な
企
画

を
実
現
さ
せ
、
実
り
あ
る
他
科
連

携
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

東
京
精
神
神
経
科

診
療
所
協
会
の
活
動
と

今
後
の
展
望

�
東
京
精
神
神
経
科
診
療
所
協
会�

理
事
　
上
田
容
子

趣 味 の 散 歩

自転車で楽しむ
緑道の四季

玉川上水緑道

 (一社)東京精神神経科診療所協会 例会 開催のご案内 
(兼第 47回精神科外来薬物療法研究会)  

今回のテーマ 

『周産期女性の「うつ」を考える～産婦人科と精神科の連携をめぐって』 

【東京産婦人科医会と東精診との共同企画】 
 

 謹啓 

  先生方におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。また日頃より協会の活動にご協力賜り誠にあり

がとうございます。 

  さて、恒例の「一般社団法人東京精神神経科診療所協会 例会」を下記の次第で開催することとなりました。今回の

メインテーマは、産婦人科との効果的な連携をいかに取り組むか、です。女性の診療において、産婦人科医のご意見

を伺ってみたいテーマに日々ぶつかりますが、実際には必ずしも簡単にはいかない事情もあります。他方、産婦人科

医の先生方も似通った事情をかかえているというあたり、さらに、東京都の行政もこの連携促進へ向けた新たな施策を

進行中ということもあり、今回の企画の実現に至りました。 

  ついては、日々の臨床に役立つ内容ですので、万障お繰り合わせの上、是非ご出席賜りますよう謹んでご案内申し

上げます。なお、開催準備の都合上、ご参加の場合は必ず 12月 26日までに事務局へご通知の程、何卒よろしくお願

い申し上げます。また、当日は会員証カードをご持参くださるよう重ねてお願い申し上げます。    

                         謹白 

会長  神山 昭男 

記 
 

日 時 ： 2019（平成 31）年 1月 12日（土） 18:45～21:00 

場 所 ： ハイアットリージェンシー東京  B1階 平安  

  東京都新宿区西新宿 2－7－2 TEL 03-3348-1234 

◆理事会 １８：００～１９：００ 地下 1階「東山」 
 

≪プログラム≫ 
 

Ⅰ．18:45～18:55  情報提供 「 サインバルタについて 」 日本イーライリリー株式会社  

Ⅱ．18:55～19:00  会長挨拶  東精診会長 （有楽町桜クリニック 院長）  神山 昭男 先生 

 

Ⅲ．19:00～21:00  座長 東精診事務局長  （アルバ・メンタルクリニック  院長）  海老澤佐知江 先生 
 

◆第 1部 講演 （19:00～20:00）  

  ①  『東京都の新たな施策～周産期女性を対象とした医療連携の推進』 
  東京都福祉保健局 医療政策部 事業推進担当課長   武仲 幸雄 様 

  ② 『女性にやさしいうつ病治療』 
   東京医科歯科大学大学院 心療・緩和医療学分野   松島 英介 先生 

◆第 2部 ケーススタディ （20:00～21：00） 

  産婦人科と精神科の効果的な連携への取り組み  
 ③  五反田駅前メンタルクリニック 院長（東精診会員）   奥村 克行 先生  

 ④ 山田医院 院長（東京産婦人科医会）    山田 正興 先生 

 ⑤  総合討論 コメンテーター：東京医科歯科大学大学院  松島 英介 先生 
 

Ⅳ． 21:00～22:00  情報交換会 （B1階 白鳳） 

◆日本医師会生涯教育制度 1.5単位、カリキュラムコード （申請中）。 

 ① 13. 医療と介護および福祉の連携 ② 15. 臨床問題解決のプロセス ③ 70. 気分の障害（うつ）、を交付予定です 

◆日本精神神経学会、日本専門医機構の専門医資格の更新単位(1)を申請中です。 （専門医証をご提示ください） 

◆会費： 東精診会員（正会員・賛助ともに）・東京産婦人科医会会員 医師 3,000円 コメディカル職員 1,500円 

 東精診非会員・東京都医師会会員       医師 3,500円 コメディカル職員 2,000円 

 東精診非会員・東京都医師会非会員    医師 5,000円 コメディカル職員 2,500円 

共  催：  一般社団法人東京精神神経科診療所協会  日本イーライリリー株式会社  

連絡先： 東精診事務局 〒164-0001 中野区中野 2-22-4-402 TEL:03－6382-5955 FAX:03－6382-5956  

夕
暮
れ
の
小
平
市
上
水
新
町
地
域
セ
ン
タ
ー
周
囲
の
保
護
樹
林
。

風
が
ふ
く
と
ざ
わ
ざ
わ
と
揺
れ
て
な
ん
と
も
よ
い
雰
囲
気
で
あ
る
。

い
た
し
ま
す
。

当
会
の
例
会
は
会
費
制
で
す

が
、
会
員
で
な
く
と
も
出
席
で
き

ま
す
の
で
、
諸
先
生
方
の
積
極
的

で
自
由
な
参
加
を
心
よ
り
歓
迎
し

て
い
ま
す
。

都医ニュース表紙の写真を募集

〒 101-8328　東京都千代田区神田駿河台 2-5
東京都医師会�広報学術情報課　☎ 03-3294-8821（代）
kouhou@tokyo.med.or.jp

応募・問い合わせ先

本ニュースは毎月、季節にあった都内の写真を表紙に掲載し
ております。�その表紙写真に、先生が撮影した写真を応募し
てみませんか？�東京の感じが出ている写真で、季節感のあ
るものをお願いします。�本会広報委員会で掲載を決定いた
します。�なお、掲載された写真は、本会のホームページにも
掲載させていただきます。

デジタルカメラやスマートフォンで撮影をした600万画素
以上（横3000×縦2000ピクセル以上）のデジタルデータ
プリントサイズは、横235mm×�縦137.5mm

応
募
規
定

知ってますか？

教会・寺院などに属さず、病院・施
設・刑務所など人の生死に関係す
る場所で、当人や遺族の心のケア
に携わる宗教者（牧師、神父、司祭、
僧侶など）。日本においては、日本
臨床宗教師会が認定する臨床宗教
師の資格制度もある。科学的治療
だけでは効果が期待しにくい場合
などに利用される。報酬の問題や
稀にみられる不正行為などが課題。

チャップレン
（chaplain）
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鐵田晃久玉川医師会

　耳鼻咽喉科は皆さんもご存じのとおり、耳、鼻、のどを診る科で

あります。ですから、耳の穴、鼻の穴、のどの奥などを覗くことが

仕事です。しかし、いずれも光がなければ真っ暗なので、トンネル

工事の時のように頭にアンコウのような光源を着けて仕事をしてい

ます。

　耳鼻咽喉科の病気といえば中耳炎や扁桃炎、アレルギー性鼻炎、

副鼻腔炎などを思い浮かべていただけると思います。しかし、耳、鼻、

のどの状態がどのようになっているか、やはり覗かなければ診断で

きません。今回、玉医ニュース編集委員会から、「他科の先生も遭遇

する、または興味がありそうなありふれたもの」という御依頼だっ

たので、なかなか難しいなと思いました。そこで、この場で、その

ような耳鼻科的疾患を他科の先生方に細かく説明してもあまり参考

にならないと思い、今回は「耳鼻咽喉科あるある」として“異物”に

ついて、自分の今までの経験も含めて、お話をさせていただくこと

にしました。

　まずは、“耳”からです。耳の穴を塞ぐ原因の中で、最も多いのは

耳垢ですが、異物として経験するのは“大人”と“子供”、“自ら入れ

てしまうもの”と“勝手に入ってくるもの”とそれぞれ特徴があります。

　“大人”で“自ら入れてしまい”取れなくなって来院される患者さ

んは“綿棒の先”や“ティッシュを丸めたもの”が多くいます。“子供”

（特に幼児期）では“消しゴム”“ビーズなどのおもちゃ系”が多く、

他にも“小石”や“種や実”などがあります。“子供”で“勝手に入って

しまう物”には、“砂場の砂”などが多いように思

います。そして、決して多くはありませんが、

耳鼻咽喉医なら絶対経験しているのが、“大人”

で“勝手に入ってくる物”。それは「昆虫」です。

これが結構、厄介者で、自分が経験したことの

ある「昆虫」の中で最も肝を冷やしたのが「ゴキ

ブリ」です。本来、家で遭遇するゴキブリと同じ

なのですが、耳鏡を通してその尾の部分だけを、

約30㎝の距離で見るとはじめは何か分かりませ

ん。ゴキブリと分かって一瞬、怯んだのを覚え

ています。教科書的には、昆虫の外耳道異物に

は“光”を当てて外に出てくるのを待つと書いて

ありますが、経験上、光を当てて出てきたこと

はなく、ほぼ全例、外耳道に昆虫がはまってい

て反転できない状態です。そして、そこに光を

当てると逆に暗い方へ逃げようと鼓膜方向へ暴

れだします。その時、昆虫のギザギザの足が外

耳道粘膜を傷つけ、患者さんも痛がり暴れます。

ですので、まず、昆虫を殺してから除去します。

そのとき、使用するのがキシロカインスプレー

です。これで結構、すぐ死にます。取り出す時

は耳垢鉗子を使いますが、中には昆虫の体がバ

ラバラになってしまうことがあり、昆虫の体液？ 

血液？のようなものが出てくるのを見て、さら

に怯んだのを覚えています。

　次に、“鼻”です。“大人”で鼻に異物が詰まって取れなくなったと

いう経験はなく、ほとんどが“子供”です。異物の種類は耳とほぼ同

じですべて、“自ら入れたもの”です。最近では、“人参”を入れてき

た子供を診察しました。しかし、耳とは違い、やたら鼻汁が出てい

てそれが悪臭を放つと親御さんが言うケースがあり、副鼻腔炎を心

配して来院してみたら、長期間、鼻の中に入れていたシールを丸め

たものだったり、今にも芽が出そうにふやけた種だったりするケー

スもありました。このように、子供の場合、親に言わないケースも

あるので注意が必要です。また、鼻は喉と繋がっていますので摘出

するときは、ますます奥に押し込まないように注意しなければなり

ません。また、なかなか除去に手間取ると鼻出血の原因にもなり

ます。

　最後に“のど”です。魚骨がほとんどで子供より大人の方が多いよ

うに思われます。刺さっている場所では扁挑や舌根部が多いのです

が、骨が細いとまず探すのに苦労します。また、刺さった場所が奥

であればあるほど除去するのは大変で、嘔吐反射が強い患者さんだ

とさらに難しくなります。そしてのどの奥である食道にひっかかる

食道異物には、魚骨やPTP包装などがあります。乳幼児期ではボタ

ン電池やコインがあります。特に、ボタン電池は胃に落ちても通電

してしまうので、直ちに摘出が必要です。

　以上で簡単ではありますが、“耳鼻咽喉科あるある”として“異物”

について書かせていただきました。
 （玉医ニュース No.631 平成30年3月号から抜粋）

耳鼻咽喉科あるある（他科の先生に聞いてほしい話）
ふれあいポスト 各地区会報から

独り占めの春� 目黒区医師会  岩井裕子

　ソメイヨシノより早い、満開の寒緋桜を一人（一羽？）満喫しているメジロ。2月の新宿御苑での
一枚です。日増しに日が長くなってくるこの時期、春本番が待ち遠しくなります。
　ソメイヨシノはまだちょっと先ですが、寒緋桜が春が近いことを知らせてくれ、そしてその枝には
メジロが行ったり来たりと忙しく飛び回っていました。まるで春を先取りしているような可愛らしい
姿を撮ろうとしたのですがかなり苦戦でした。
　カメラを向けるこちらの都合などお構いなしのメジロの動きは素早く、なかなか止まってじっとし
てはくれないのです。タイミングが合わずピントの合わない写真やそっぽを向いた写真ばかりとなっ
てしまった中でなんとか撮れた一枚です。
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お前はもう

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　

稀
勢
の
里
が
引
退
し
た
。

　
「
土
俵
人
生
に
お
い
て
、
一
片
の
悔
い
も
ご
ざ

い
ま
せ
ん
」
と
会
見
で
語
っ
た
言
葉
。

　
「
一
片
の
悔
い
な
し
」
と
い
う
の
は
、
週
刊
少

年
ジ
ャ
ン
プ
に
連
載
し
て
い
た
「
北
斗
の
拳
」
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ラ
オ
ウ
の
最
期
の
名
セ
リ
フ
の

「
我
が
生
涯
に
一
片
の
悔
い
な
し
」
か
ら
だ
と
思

う
。
稀
勢
の
里
は
こ
の
漫
画
の
大
フ
ァ
ン
で
、
ラ

オ
ウ
が
好
き
で
、
化
粧
ま
わ
し
を
贈
ら
れ
て
着
用

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

19
年
ぶ
り
の
日
本
出
身
の
第
72
代
横
綱
稀
勢
の

里
は
、
横
綱
在
位
12
場
所
36
勝
36
敗
97
休
と
い
う

結
果
だ
っ
た
。
こ
の
恐
ら
く
不
本
意
な
数
字
と
引

退
の
原
因
と
な
っ
た
の
が
、
２
０
１
７
年
１
月
場

所
で
初
優
勝
し
横
綱
に
昇
進
し
て
す
ぐ
の
３
月
場

所
、
13
日
目
。
あ
の
日
馬
富
士
に
寄
り
倒
さ
れ
一

気
に
土
俵
下
ま
で
転
が
り
落
ち
た
際
の
、左
前
肩
、

胸
部
の
負
傷
。
で
も
休
場
せ
ず
、
翌
日
か
ら
も
出

場
し
見
事
優
勝
。
横
綱
の
責
任
を
果
た
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
怪
我
、
左
大
胸
筋
損
傷
、
左
上
腕

二
頭
筋
損
傷
。
思
っ
て
い
た
よ
り
大
き
い
も
の
で
、

し
か
も
無
理
し
て
の
優
勝
。
そ
の
上
、
完
全
に
治

る
前
に
次
の
場
所
に
備
え
稽
古
を
し
た
り
し
て
、

年
６
場
所
に
加
え
地
方
巡
業
も
あ
り
、
横
綱
と
し

て
は
、手
負
い
で
も
闘
い
な
が
ら
治
す
道
を
選
び
、

そ
し
て
８
場
所
連
続
休
場
。
１
年
以
上
か
け
た
治

療
で
も
、
元
の
強
さ
は
戻
ら
な
か
っ
た
。

　

ラ
オ
ウ
と
違
っ
て
大
往
生
で
は
な
い
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
荒
磯
親
方
と
し
て
、
後
進
の
指
導
育
成

に
励
ん
で
ほ
し
い
。
そ
し
て
い
つ
か
ケ
ン
シ
ロ
ウ

を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

 

（
大
畑
隆
郎
）

感
染
症
豆
知
識

　急性尿道炎は男性性行為感染症の中で最も一般的なものの一

つである。出会いの機会や口腔性交、肛門性交などの多様化し

た性交渉により、患者数が増加している。その原因として挙げ

られるのは、淋菌以外の30～50％がクラミジアであり、10～

30％がマイコプラズマだと報告されている。臨床の現場では、

マイコプラズマに関してはPCR法で検出可能だが、保険適応外

であるため実頻度は不明となっている。

　また、非淋菌性非クラミジア性尿道炎において問題になるの

が薬剤耐性の増加である。中でもマイコプラズマ・ジュニタリ

ウムの半数はアジスロマイシン耐性となっていると報告されて

おり、以前はこれら耐性にニューキノロン投与が有効であった

が、最近になってそれにも耐性が出現した。ニューキノロン耐

性獲得のメカニズムは完全には解析されていないが、これらの

増加を防ぐためには適正な感染症診断のもとに適正な抗菌薬を

選択する必要がある。

　マイコプラズマ・ジュニタリウムは自己増殖が可能な最少の

細菌である。細胞壁を持たず、その構成成分であるペプチドグ

リカンを合成しない。臨床検体からの培養は極めて困難で、検

出は核酸増幅法による。

　米食品医薬品局（FDA）では2019年1月23日、マイコプラズマ・

ジュニタリウム診断検査キットが初めて承認された。本邦にお

いても、保険適応とされれば無効な抗菌剤の継続使用を避け、

適切な治療法選択がなされるようになる。それにより問題とな

る抗菌薬の過剰使用が減り、抗菌薬耐性の拡大防止につながる

ことが期待される。
 （文責：長谷川道彦）

無 声 拝 聴 尿路感染症の最近の話題

都医HP・Eメール
■ インターネット ホームページアドレス https://www.tokyo.med.or.jp
■ Eメールアドレス jimu@tokyo.med.or.jp

現在お持ちの被保険者証は、
2020年（新元号2年）3月31日まで有効です。
お持ちの被保険者証をそのままお使いください。

先生ご自身や従業員、各々の世帯員（家族）に資格の喪失、
住所の変更などはありませんか？

ありましたら、14日以内に届け出てください。

なお、来年度の保険料は据え置きとなります

各種届出に必要な書類は、所属地区医師会・大学医師会にございます

医師国保からのお知らせ
被保険者証について

今年、3月末の被保険者証の更新はありません

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433 （業務課）

問
合
先
医療法人社団慶進会 慶宮医院　TEL＆FAX：045-501-5361

日時▶4月20日（土）15時40分～19時40分
会場▶イイノホール＆カンファレンスセンター 4階ホール（千代田区内幸町2-1-1）

開会あいさつ▶宮地清光（医療法人社団慶進会慶宮医院 理事長）

一般講演▶「関節リウマチ (RA)の発症前後の治療」宮地清光（医療法人社団慶進会慶宮医院 理事長 

／保健科学研究所 技術顧問）、座長：小山嵩夫（小山嵩夫クリニック 院長）

特別講演Ⅰ▶「乳がんホルモン療法と関節痛」土井卓子（医療法人湘和会湘南記念病院 乳がんセン

ター長）、座長：髙松 潔（東京歯科大学市川総合病院産婦人科 教授）

特別講演Ⅱ▶「関節リウマチ治療up to date」山岡邦宏（北里大学医学部膠原病・感染内科学 主任

教授）、座長：金子祐子（慶應義塾大学医学部リウマチ・膠原病内科学教室 専任講師）

特別講演Ⅲ▶「加齢、性ホルモン減少が及ぼす骨量・骨質劣化の機序－医療安全の点から
長期に安全な治療法とは－」斎藤 充（東京慈恵会医科大学整形外科学講座 准教授）、座長：吉村典
子（東京大学医学部附属病院22世紀医療センターロコモ予防学講座 特任教授）

パネルデイスカッション▶髙松 潔（東京歯科大学市川総合病院産婦人科 教授）、山岡邦宏（北里大学
医学部膠原病・感染内科学 主任教授）、土井卓子（医療法人湘和会湘南記念病院 乳がんセンター長）、吉村
典子（東京大学医学部附属病院22世紀医療センターロコモ予防学講座 特任教授）、金子祐子（慶應義塾大学
医学部リウマチ・膠原病内科学教室 専任講師）、斎藤 充（東京慈恵会医科大学整形外科学講座 准教授）

閉会あいさつ▶小山嵩夫（小山嵩夫クリニック 院長）

定員▶500名　　申込▶事前申込不要
参加費▶1,000円 
取得単位▶日整会専門医資格継続単位（1単位）

第7回 関節の痛みと女性ホルモン研究会

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

▶ スマホで簡単申込み
▶ QRコードで受付
▶ 医師資格証で受付
▶ クレジットやコンビニ払い

研修申込システムをご利用ください

右のQRコードからご利用ください。
東京都医師会ホームページからも利用できます。
https://study.tokyo.med.or.jp/publish/
お問い合わせ：東京都医師会 広報学術情報課
☎03-3294-8821　jouhou@tokyo.med.or.jp

東京都医師会主催の研修会や講習会の申込みが
インターネットからできるようになりました
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　昨年は、激甚災害の多い年であった。地球温暖化の影響で、今
後40年間で大型台風や豪雨の到来が4倍に増加すると予想され
ている。一方で、東日本大震災以後の日本は1100年前頃の状況
に似ているとされる。その時代には、富士山噴火や貞観地震をは
じめとするさまざまな大災害が発生した。近い将来に危惧される
災害は、首都圏では房総沖地震、東海地震、首都直下型地震で
あり、広域では富士山大噴火と南海トラフ地震である。
　在宅療養支援診療所の開業以来、私の往診車には、救命救急
セットの他にヘルメットと救命胴衣を搭載している。大学病院勤
務時代から診ている難病の患者さんが、お台場や深川、隅田川沿
いのゼロメートル地帯に住んでおり、それらの地域を往診するこ
とがあるからである。静岡県の沿岸の町には、電柱毎に「ここは
海抜○メートル」という標識が設置されている。海と接する東京
都だが、電柱にそのような標識は見かけない。頑丈に都市化され
ているから東京は津波が来ても安全といえるのだろうか。私が中
学2年生の時、修学旅行で岩手県田老町の巨大防潮堤を見学した。
町の教育委員会の方が誇らしげに案内されていた「田老の長城」
である。しかし、2011年の東日本大震災の時、津波が高さ10メー
トルの防潮堤をやすやすと越え、当時と比較できないほど密集し
た民家を飲み込んでいった。
　千代田区では、先の大震災で九段会館の天井が崩落し死者を出
した。原因は建物が老朽化していただけでなく、九段会館の後ろ
のお濠が江戸時代までは入り江であり、地盤が軟弱だったからで
ある。有楽町は震度5強だった。大手町も丸の内も東京駅も日比
谷もかつては海だった。上記エリアにある千代田区医師会の第1・
第2ブロックは、昼間人口が80万人とされている。にもかかわ
らず、千代田区の災害医療対策地域に含まれていない。理由は、

同地区の夜間人口（区民）が601人（平成31年1月時）と少ないか
らである。区は発災時、東京都の指示を待つことになっている。
東京都では災害時の図上訓練が繰り返し施行されている。混乱時
に情報が迅速に想定どおりに伝わることを祈るばかりである。
　大手町・丸の内地区の企業は、行政とは別に独自に災害医療訓
練を行っている。中でも三菱地所は、当医師会と連携し定期的に
訓練を行い、毎年双方がブラッシュアップされている。地質学や
土木のプロフェッショナル集団の訓練は真剣そのもので凄みさえ
感じる。昨年今年と、彼らは「次世代 エリア防災」と称して災害
ダッシュボード2.0による災害時のエリア情報を俯瞰する実証実
験や、巡回バスを利用する傷病者搬送訓練に主体的に取り組んで
いる。
　東京オリンピック・パラリンピックに向けて海外からの旅行者
が増えつつある。富士山が大噴火を起こし2週間にわたり微粒子
のガラス質の灰が降り続けると、都市機能は予想を超えて長期間
麻痺する。先の震災時に東京駅は乗降客をシャットアウトした。
災害時に、土地勘のない外国人が生死の際に避難できるだろう
か？ その地域に勤務する医師はビル内の自院で対応に追われ、
救助に出かけることは困難である。DMATや救急車が到着するま
で我々医師が駆けつけてトリアージを繰り返すことになっている
が、現場に無事に到達できるとは思えない。世界の地震発生数の
10分の1が集中している日本に、海外から観光客を招く時、日
本で災害に遭遇した場合の避難方法や具体的な対策をマニュア
ル化し、海外へ発信する責務が国には求められている。一日も早
く、国が直轄する災害医療特区を策定し、まずは千代田区を対象
にしていただきたいと切に願う。

地区医師会長からの一言
文明と災害
千代田区医師会長　髙野学美

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
ニュース
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